
奈
良
・大
藤
原
京

跡
左
京
北
五
条
三
坊
南
西
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
常
盤
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
十

一
人
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
九
月

卜

一
九
九
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
濱
口
和
弘

。
米
田
　
一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路

「中
和
幹
線
」
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調

査
対
象
地
は
、
橿
原
市
の
北
東

部
に
あ
た
り
、
耳
成
山
か
ら
北

東

へ
約

一
ｋｍ
の
水
田
地
帯
に
位

置
す
る
。
調
査
区

（ト
レ
ン
チ
）

は
計

一
Ｏ
ヵ
所

（第

一
―
第

一

〇
ト
レ
ン
チ
）
設
定
し
、
約
三

人
○
○
ポ
を
調
査
し
た
。

調
査
対
象
地
は
、
大
藤
原
京

復
原
条
坊
の
左
京
北
五
条
ニ
ー

四
坊
に
あ
た
り
、
ま
た
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
古
墳
時
代
中
期
に
か
け
て
の
集

落
跡
で
あ
る
坪
井

・
大
福
遺
跡
の

一
部
も
対
象
地
に
含
ま
れ
る
。

本
調
査
で
出
土
し
た
主
な
遺
構
は
、
中

・
近
世
の
水
田
耕
作
に
伴
う
小
溝
群
、

藤
原
京
期
の
道
路
側
溝

（東
二
坊
々
間
路
東
側
溝
。
東
二
坊
大
路
西
側
溝
。
東
三

坊
々
間
路
東
側
溝
▼

掘
立
柱
建
物

・
旧
河
道
、
古
墳
時
代
の
土
坑

・
溝
、
弥
生

時
代
の
溝
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
が
出
土
し
た
。

今
回
報
告
す
る
二
点
の
木
簡
は
、
第
七
ト
レ
ン
チ
の
西
部
で
検
出
し
た
南
東

―
北
西
方
向
の
藤
原
京
期
の
旧
河
道

（○
〇
一
Ｉ
Ｎ
Ｒ
）
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
旧
河
道
は
、
幅
八

・
五
ｍ
深
さ

一
ｍ
を
測
り
、
西
岸
の

一
部
に

は
護
岸
を
目
的
と
し
た
杭
が
十
数
本
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
は
横
木

も
遺
存
し
て
い
た
。
ま
た
旧
河
道
か
ら
は
、
木
簡
以
外
に
土
師
器

・
須
恵
器
の

杯

・
甕

・
壼
や
木
製
横
櫛
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い

　

「
＜
米
五
斗

一
升
」
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

Φ叉
解受
∞
ｏ開

〔ハロ
ヵ
〕

②
　
・
□
資
人
□
□

ヽ
浄
正
五
位
下
茨
田
×

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

口

□

八
木
造
□

　

（鰻
受
ａ
ｙ
釦
霞

〔古
ヵ
〕

①
は
上
端
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
表

面
の
み
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
物
品
の
内
容
を
表
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

け
は
上
下
両
端
と
左
右
両
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
表
裏
両
面
に
墨
書
が

(桜 井 )
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認
め
ら
れ
、
皇
親
の
資
人
に
関
す
る
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
木
簡
で
あ
る
。

そ
し
て
、
表
面
の

「浄
正
五
位
下
」
と
い
う
冠
位
と
位
階
を
併
記
し
た
記
述
例

は
、
『続
日
本
紀
』
大
宝
元
年

（七
〇
こ

〓
一月
甲
午
条
、
大
宝
二
年

「御
野
国

戸
籍
」
（正
倉
院
文
書
）
、
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『藤
原

宮
木
簡

証

四
九
四
号
）
な
ど
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
冠
位
と
位
階
を
併
記
す
る

記
述
は
以
後
見
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
の
木
簡
は
七
〇

一
年
を
上
限
に
、
二

・
三

年
程
し
か
下
ら
な
い
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「浄
正
五
位
下
」
の
記
述
を
、
浄
御
原
令
に
お
い
て
諸
王
に
与
え
ら

れ
た
冠
位
の

「浄
」
冠
と
、
大
宝
令
の
新
位
階

（「正
五
位
下
も

が
併
記
さ
れ

て
い
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
人
名
は
見
当
た
ら
な
い
も

の
の
、
「茨
田
×
」
と
は

「茨
田
王
」
と
考
え
ら
れ
、
先
に
挙
げ
た

『続
日
本

紀
』
大
宝
元
年
三
月
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「諸
王
十
四
人
」
の

一
人
で
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
裏
面
の

「
人
木
造
」
ら
は
、
「茨
田
王
」
に

与
え
ら
れ
た
資
人
た
ち
の
名
を
表
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保

広
氏
に
ご
教
示

・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

橿
原
市
千
塚
資
料
館

『
か
し
は
ら
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
』
六

答
一
九
九
九
年
）

（濱
回
和
弘
）


